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解消するのか? 私にとってもそこに疑問は残る.しか し私個人としては,大勢 と
は別の道をたどってみたい.目指すところは同じと私は考えている.
以上でおわかり頂けたかどうか? 自信はないが,とにかく,この研東金から動
的な開港を除外するつもりはまったくない.ただ,｢普通の意味での形態形成の
研究自身および研究会活動は私がでしゃばるま七･もなく既に行われていることで
あり,形についての私の開法提起はそれらとも当然関連はするが別物である.｣
というのが ｢形の物理学｣の開催のころからの私個人の考え方である.仮に私個
人の関心から動的な間麓が脱落しているとしても,この研究会の内容は,劫的なと
(2)
らえかたをする方々にとっても重要な,有益な内容をふんだんに含んでいると私
は信 じている.また,本当の目標は,共通 しているといえよう.研究会の組織者と
して,無思想無方針な研究会にならないようにと考えたとき,自分のその考え方
に立脚 していることは当然ではあるが,組織にあたっては柔軟な態度で臨んでい
るつもりではある.
【lj ｢形態形成の科学的研究 第1回研究集会報告書｣(1987年7月17日,筑波大
学) p.5-6にある樋口,小川の発言.
【2】 同 p.1の部分.
持] 関連する試みの一例として,
T.OgawaandY.Nakajima,"Frustration,DegeneracyandForms- A
･ViewoftheAn tiferromagneticIsingModelonaTriangularLattice"Frog.
Theor.Phys.Shppl.No.87(1986). (いわゆるガラス転移を易動度の変化
と考え,一様でない高次元ネットワークになっている位相空間の構造の変
化としてとらえようとした.そこでは,いわば手順 とでもいうべき事柄が
効く現象もあらわれる.)
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